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(57)【要約】
【課題】適切に超音波画像のゲイン調整を行う。
【解決手段】送信部１２は、プローブ１０を制御するこ
とにより超音波ビームを形成し、受信部１４は、プロー
ブ１０から得られる信号に基づいて超音波ビームに対応
した受信ビーム信号を形成する。受信部１４において形
成された受信ビーム信号は、ゲイン調整部１６において
ゲイン調整されてから、超音波画像形成部２０へ出力さ
れる。超音波画像形成部２０は、複数の超音波ビームか
ら得られる複数の受信ビーム信号に基づいて超音波画像
データを形成する。必要に応じて、超音波画像形成部２
０において形成された超音波画像データはデータ記憶部
２４に記憶される。ゲイン調整部１６は、過去に形成さ
れた複数の画像データに関する統計データから得られる
基準ゲインに基づいてゲインの自動調整を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受波する複数の振動素子を備えたプローブと、
　プローブを制御することにより各超音波ビームごとに受信信号を得る送受信部と、
　複数の超音波ビームから得られる複数の受信信号に基づいて画像データを形成する画像
形成部と、
　画像データに対応した超音波画像を表示する表示部と、
　超音波画像のゲイン調整を行うゲイン調整部と、
　を有し、
　前記ゲイン調整部は、過去に形成された複数の画像データに関する統計データから得ら
れる基準ゲインに基づいて、画像形成部において形成される画像データに対応した超音波
画像のゲイン調整を行う、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記基準ゲインは、過去に形成された複数の画像データに含まれる複数の画素データに
基づいて算出される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の超音波診断装置において、
　前記基準ゲインは、各画像データに対して設定されたサンプル領域内の画素データの平
均値に基づいて算出される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置において、
　各画像データごとに複数のサンプル領域が設定され、
　前記基準ゲインは、前記複数のサンプル領域から得られる複数の平均値のうちの特異的
な平均値を除外した残りの平均値に基づいて算出される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記基準ゲインは、過去に形成された複数の画像データの各々に関する統計データを各
画像データが形成された日時に応じて重み付け加算して算出される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記基準ゲインは、診断の対象となる部位ごとに設定される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に超音波画像のゲイン調整に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置を利用することにより、診断の対象となる部位に対して超音波を送受波
してその部位を含んだ超音波画像を形成することができる。超音波診断装置により形成さ
れる超音波画像は、例えば診断の対象となる部位や患者の体質などに応じて超音波の減衰
に差があることなどから、ゲイン調整されることが望ましい。例えば、超音波診断装置の
ユーザが超音波画像を確認しつつゲイン調整の操作を行って、その超音波画像に適したゲ
イン調整を行う。
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【０００３】
　このようなゲイン調整を超音波診断装置が自動調整する技術も知られている。従来から
よく知られている自動調整の技術は、例えば診断中の画像データに関する統計的なデータ
とゲイン調整のための基準値との比較に基づいて、診断中の画像のゲイン調整を行うもの
である（特許文献１～５参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１５２４２２号公報
【特許文献２】特開平２－２１８３５３号公報
【特許文献３】特許第３５１８９１０号公報
【特許文献４】特開平５－２４５１４７号公報
【特許文献５】特開平５－１４６４４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、従来から存在するゲインの自動調整技術では、必ずしも適切なゲイン調整が
できるとは限らない。
【０００６】
　本発明は、このような状況に鑑みて成されたものであり、その目的は、適切に超音波画
像のゲイン調整を行うことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の好適な態様の超音波診断装置は、超音波を送受波
する複数の振動素子を備えたプローブと、プローブを制御することにより各超音波ビーム
ごとに受信信号を得る送受信部と、複数の超音波ビームから得られる複数の受信信号に基
づいて画像データを形成する画像形成部と、画像データに対応した超音波画像を表示する
表示部と、超音波画像のゲイン調整を行うゲイン調整部と、を有し、前記ゲイン調整部は
、過去に形成された複数の画像データに関する統計データから得られる基準ゲインに基づ
いて、画像形成部において形成される画像データに対応した超音波画像のゲイン調整を行
うことを特徴とする。
【０００８】
　上記態様によれば、過去に形成された複数の画像データに関する統計データから得られ
る基準ゲインに基づいて超音波画像のゲイン調整が行われるため、過去に行われたゲイン
調整の結果を反映させたゲイン調整が可能になる。例えば保存蓄積された画像のゲイン調
整結果に近づくようにゲイン調整することにより、施設（病院）や検査者（ユーザ）の意
図や好みなどに応じたゲイン調整が複雑なユーザ操作を必要とせずに容易に実現される。
【０００９】
　望ましい態様において、前記基準ゲインは、過去に形成された複数の画像データに含ま
れる複数の画素データに基づいて算出されることを特徴とする。
【００１０】
　望ましい態様において、前記基準ゲインは、各画像データに対して設定されたサンプル
領域内の画素データの平均値に基づいて算出されることを特徴とする。
【００１１】
　望ましい態様において、各画像データごとに複数のサンプル領域が設定され、前記基準
ゲインは、前記複数のサンプル領域から得られる複数の平均値のうちの特異的な平均値を
除外した残りの平均値に基づいて算出されることを特徴とする。
【００１２】
　望ましい態様において、前記基準ゲインは、過去に形成された複数の画像データの各々
に関する統計データを各画像データが形成された日時に応じて重み付け加算して算出され
ることを特徴とする。
【００１３】
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　望ましい態様において、前記基準ゲインは、診断の対象となる部位ごとに設定されるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、適切に超音波画像のゲイン調整を行うことが可能になる。例えば、本発
明の好適な態様により、過去に行われたゲイン調整の結果を反映させたゲイン調整が可能
になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその
全体構成を示す機能ブロック図である。プローブ１０は、例えば生体内組織などに対して
超音波を送受波する超音波探触子である。プローブ１０は、送信部１２により送信制御さ
れて受信部１４により受信制御される。
【００１６】
　送信部１２は、プローブ１０が備える図示しない複数の振動素子の各々に対して送信信
号を出力する。そして、各振動素子に対する送信信号の出力タイミングなどを適宜制御す
ることにより、プローブ１０から特定の方向に向けられた超音波ビームを形成し、さらに
その超音波ビームを二次元平面内に亘ってあるいは三次元空間内に亘って走査させる。
【００１７】
　受信部１４は、プローブ１０を受信制御することにより、プローブ１０が備える複数の
振動素子の各々から受信信号を収集して整相加算処理などを行い、プローブ１０から特定
の方向に向けられた各超音波ビームに対応した受信ビーム信号を形成する。必要に応じて
受信部１４において受信ビーム信号に対して検波処理などが施される。
【００１８】
　受信部１４において各超音波ビームごとに形成された受信ビーム信号（整相加算処理後
の受信信号）は、ゲイン調整部１６においてゲイン調整されてから、超音波画像形成部２
０へ出力される。
【００１９】
　超音波画像形成部２０は、複数の超音波ビームから得られる複数の受信ビーム信号に基
づいて超音波画像データを形成し、その超音波画像データに対応した超音波画像が表示部
２６に表示される。超音波画像は、例えば、Ｂモード断層画像、三次元画像などの既知の
超音波画像のうちのいずれでもよい。
【００２０】
　操作デバイス１８は、ユーザ操作を受け付けるデバイスである。操作デバイス１８は、
例えば、トラックボール、マウス、キーボード、タッチパネル、ダイヤルなどであり、例
えば本超音波診断装置の装置本体に設けられる。
【００２１】
　制御部２２は、例えば制御手順を記述したプログラムなどに従って本超音波診断装置内
の各部を制御する。また、制御部２２は、操作デバイス１８を介して入力されるユーザ操
作に応じて装置内の各部を制御する。
【００２２】
　例えば、操作デバイス１８を介してユーザが超音波画像データの保存を指示すると、超
音波画像形成部２０において形成された超音波画像データがデータ記憶部２４に記憶され
る。さらに、ユーザ操作に応じて、データ記憶部２４に記憶された超音波画像データが超
音波画像形成部２０によって読み出されて表示部２６にそのデータに対応した超音波画像
が表示されてもよい。データ記憶部２４は、例えば、ハードディスクドライブや光ディス
クドライブやメモリなどである。
【００２３】
　また、本実施形態においては、操作デバイス１８を介してユーザが超音波画像のゲイン
調整を行うことができる。例えば、ユーザは、表示部２６に表示される超音波画像を見な
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がら、ゲイン調整用の操作デバイス１８であるダイヤルを操作してその超音波画像のゲイ
ン調整を行う。さらに、本実施形態においては、過去に形成された複数の画像データに関
する統計データから、ゲイン調整部１６がゲインの自動調整を行う。
【００２４】
　統計データは、超音波画像形成部２０において形成された超音波画像データに基づいて
統計データ算出部２３によって算出される。算出の対象となる超音波画像データは、例え
ば、ユーザ操作に応じてフリーズ表示した超音波画像の画像データである。統計データ算
出部２３によって算出された統計データは、データ記憶部２４に記憶される。その際、統
計データに対応した超音波画像データがデータ記憶部２４に記憶されてもよいし、統計デ
ータのみが記憶されてもよい。なお、統計データは、例えば、ユーザ操作に応じてデータ
記憶部２４に保存された超音波画像データに基づいて、制御部２２において算出されても
よい。さらに制御部２２において算出された統計データがデータ記憶部２４に記憶されて
もよい。
【００２５】
　以下に本実施形態におけるゲイン調整について説明する。なお、以下の説明において、
図１に示した部分（構成）については図１の符号を利用する。
【００２６】
　ゲイン調整部１６は、過去に形成された複数の画像データに関する統計データから得ら
れる基準ゲインに基づいてゲインの自動調整を行う。その基準ゲインは、過去に形成され
た画像データに含まれる複数の画素データに基づいて算出される。
【００２７】
　図２は、基準ゲインの算出手順を説明するための図であり、図２には、過去に形成され
た超音波画像データに対応した超音波画像４０が示されている。基準ゲインを算出する際
には、まず、超音波画像（データ）４０に対して複数のサンプル領域４２が設定される。
サンプル領域４２の個数や位置は図示される態様に限定されない。なお、通常は診断の対
象となる部位が超音波画像４０の中央付近に配置されるため、複数のサンプル領域４２は
超音波画像４０の中央付近に配置されることが望ましい。
【００２８】
　複数のサンプル領域４２が設定されると、各サンプル領域４２ごとにその領域内の複数
の画素の輝度値の平均値が算出される。その平均値は、超音波画像形成部２０において形
成された超音波画像データに基づいて統計データ算出部２３において算出され、データ記
憶部２４に記憶される。また、平均値は、データ記憶部２４に保存された超音波画像デー
タに基づいて、制御部２２において算出されてもよい。そして、全てのサンプル領域４２
についての平均値が算出されると、それらのうちの特異的な平均値が除去される。例えば
、全てのサンプル領域４２の平均値のうち、値が大きい上位数個の平均値と値が小さい下
位数個の平均値が除去される。そして、特異的な平均値が除去された残りの全ての平均値
についての平均値（画像平均値とする）が算出される。こうして算出された超音波画像４
０に関する画像平均値が基準ゲインとなる。
【００２９】
　基準ゲインは、例えばデータ記憶部２４に記憶された平均値に基づいて制御部２２にお
いて算出される。もちろん、データ記憶部２４に保存された超音波画像データに基づいて
制御部２２が平均値と基準ゲインを算出してもよい。ゲイン調整部１６は算出された基準
ゲインに基づいて、受信部１４から出力される受信ビーム信号のゲインを調整する。例え
ば、受信部１４から出力される受信ビーム信号に基づいて形成される超音波画像の画像平
均値が、データ記憶部２４に記憶された超音波画像の画像平均値と一致するように、受信
部１４から出力される受信ビーム信号のゲインを調整する。
【００３０】
　なお、受信部１４から出力される受信ビーム信号に基づいて形成される超音波画像の画
像平均値も、例えば図２に示す複数のサンプル領域４２を利用して算出される。また、ゲ
イン調整部１６が超音波画像形成部２０において形成される超音波画像データを直接的に
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ゲイン調整してもよい。
【００３１】
　このように、ゲイン調整部１６は、基準ゲインに基づいてゲイン調整を行う。その基準
ゲインは、過去に形成された複数の超音波画像データから算出される。さらに、過去に形
成された各超音波画像データは、表示部２６に表示されるその超音波画像データの画像を
見ながらユーザが操作デバイス１８を操作してゲインを微調整して最適化したものが望ま
しい。
【００３２】
　そして、過去に形成された各超音波画像データごとに、図２を利用して説明したように
複数のサンプル領域４２を設定して画像平均値を算出し、さらに、複数の超音波画像デー
タに対応した複数の画像平均値の平均値を算出して、その平均値を基準ゲインとする。こ
れにより、ユーザが以前に最適化した複数の超音波画像データのゲイン調整結果が基準ゲ
インに反映されることとなり、その基準ゲインに基づいてゲインが自動調整された超音波
画像は、そのユーザにとっての最適化された状態に極めて近いものとなる。もちろん、自
動調整された超音波画像に対してユーザが操作デバイス１８を利用してさらに微調整でき
る構成としてもよい。
【００３３】
　なお、自動調整の開始等の操作をユーザが入力するようにしてもよい。例えば、ユーザ
が操作デバイス１８を操作して自動調整を開始させ、仮に自動調整の結果が意図したもの
とならなかった場合に、ユーザが再び同じ操作を行うことにより自動調整前の状態に画像
を戻すようにしてもよい。その再操作を受け付ける時間は、例えば数秒以内などに設定さ
れる。また、自動的に一定の周期（例えば数秒間隔）で繰り返し自動調整を行うようにし
てもよい。
【００３４】
　また、基準ゲインを算出する際に利用される超音波画像（データ）の枚数は、例えば、
２０枚、４０枚、１００枚などのうちから選択可能な構成としてもよい。さらに、複数の
超音波画像データに対応した複数の画像平均値から基準ゲインを算出する際に、各超音波
画像データが形成された日時に応じた重み付け処理を行って複数の画像平均値に関する重
み付け平均値を算出してもよい。例えば、最近形成された超音波画像データの画像平均値
を重視した重み付け処理を行うことにより、最近形成された超音波画像データのゲイン調
整結果が基準ゲインに比較的大きく反映されるようになる。
【００３５】
　さらに、基準ゲインは、診断の対象となる部位ごとに設定されてもよい。図３は、診断
部位ごとに設定される基準ゲインを説明するための図であり、データ記憶部２４に記憶さ
れたデータの記憶状態を示したものである。
【００３６】
　複数の腹部画像４０Ａは、腹部を診断対象として得られた超音波画像である。そして、
これらの腹部画像４０Ａの各々に対して複数のサンプル領域（図２参照）が設定されて、
各腹部画像４０Ａごとに画像平均値が算出され、複数の腹部画像４０Ａから得られる複数
の画像平均値をさらに平均化することにより、腹部画像４０Ａに関する基準ゲインＹｉが
算出される。なお、データ記憶部２４には、各腹部画像４０Ａごとに算出された画像平均
値のみが記憶されてもよいし、各腹部画像４０Ａの画像データが記憶されてもよいし、算
出された基準ゲインＹｉのみが記憶されてもよい。
【００３７】
　また、複数の産科画像４０Ｂは、産科の診断において得られた超音波画像であり、各産
科画像４０Ｂごとに画像平均値が算出され、複数の産科画像４０Ｂから得られる複数の画
像平均値をさらに平均化することにより、産科画像４０Ｂに関する基準ゲインＹｊが算出
される。データ記憶部２４には、各産科画像４０Ｂごとに算出された画像平均値のみが記
憶されてもよいし、各産科画像４０Ｂの画像データが記憶されてもよいし、算出された基
準ゲインＹｊのみが記憶されてもよい。同様に、循環器系の診断において得られた複数の
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循環器画像４０Ｃに関する基準ゲインＹｋも算出される。さらに、他の診断対象部位、例
えば甲状腺や乳腺や心臓や肝臓などに対応した画像から基準ゲインが算出されてもよい。
【００３８】
　そして、ゲイン調整部１６は、診断対象に応じた基準ゲインを利用してゲイン調整を行
う。例えば、腹部の診断の際に、ゲイン調整部１６は、腹部画像４０Ａに関する基準ゲイ
ンＹｉに基づいて、受信部１４から出力される受信ビーム信号のゲインを調整する。これ
により、診断部位に応じた適切なゲインの自動調整が可能となる。
【００３９】
　なお、本実施形態の超音波診断装置を複数のユーザが交互に利用する場合には、各ユー
ザごとに基準ゲインを設定するようにしてもよい。例えば、各ユーザに対応したフォルダ
に、図３に示した複数の腹部画像４０Ａと複数の産科画像４０Ｂと複数の循環器画像４０
Ｃからなる画像データセットを記憶させる。そして、あるユーザが本超音波診断装置を利
用する場合に、そのユーザに対応したフォルダの画像データが利用されて基準ゲインが算
出される。これにより、そのユーザの意図や好みなどに応じたゲイン調整が複雑なユーザ
操作を必要とせずに容易に実現される。
【００４０】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、上述した実施形態は、あらゆる点で単な
る例示にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。本発明は、その本質を逸脱しな
い範囲で各種の変形形態を包含する。例えば、画像データに関する統計データとして、サ
ンプル領域内の画素値の平均値に換えて、サンプル領域内の画素値のヒストグラムを利用
してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示す機能ブロック図である。
【図２】基準ゲインの算出手順を説明するための図である。
【図３】診断部位ごとに設定される基準ゲインを説明するための図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　プローブ、１２　送信部、１４　受信部、１６　ゲイン調整部、１８　操作デバ
イス、２０　超音波画像形成部、２２　制御部、２３　統計データ算出部、２４　データ
記憶部。
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